	ダイカスト製造業


ダイカストの生産は、平成24年後半以降、横ばい又は微減傾向で推移している。その理由は、自動車産業の不調だけでなく、受注先企業における生産の海外シフトが影響しているものと思われる。また円安の効果は、一部の製品では見られるものの、全体としては出ていない。
　収益面では、製品価格は下落傾向であるのに対し、電気・ガス料金や原材料価格が上昇しているため、総じて厳しくなっている。
今後の見通しでは、長期的に見れば、国内での受注が減少していくことは避けられないため、各社とも海外との関係や国内での生産をどうするかといった問題に直面しており、今後の対応が注目される。
業界概要
ダイカストとは、金型をダイカストマシンに取り付け、溶融金属（アルミニウム合金、亜鉛合金、マグネシウム合金等）を金型に圧入することによって、高精度で鋳肌の優れた鋳物を大量生産する生産方法である。ダイカストの生産工程はほぼ自動化されていることや、1つの金型で数万回繰り返し生産できるために、非常に生産性・経済性が高く、量産向きの生産方法である。ダイカストのその他の特徴では、寸法精度が良い、鋳肌が平準、機械的強度が高い、薄肉の鋳造ができる、めっきや塗装などの表面処理が可能などの特徴が挙げられる。
ダイカスト材料の使用割合（平成24年；数量ベース）では、アルミニウムが最も多く97.2％、亜鉛が2.3％、マグネシウム等のその他材料が0.5％と、原材料ではアルミニウムの使用量が圧倒的に多くなっている（経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計年報』）。

アルミダイカストの市場分野（平成24年）では、自動車用が88.0％と多く、二輪自動車用、一般機械用、電気機械用、その他用を合わせても12.0％と、自動車の依存度が業界全体では大きくなっている（経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計年報』）。
大阪の地位・特徴

平成22年のダイカスト製造業（アルミダイカスト）の事業者数では、大阪府は45事業所、製造品出荷額等は154.4億円で、全国シェアはそれぞれ6.8％、2.5％となっている。ダイカスト製造業の立地は、主要な受注先である輸送用機器製造業の分布とほぼ一致する傾向にあり、広島県、愛知県、静岡県で製造品出荷額等が多く、大阪は全国8位となっている（経済産業省『平成22年工業統計表　細分類編』）。
大阪企業の特徴では、売上に占める輸送用機器のウェイトが全国水準と比較すると低い企業が多く、産業機械や電気機械などの他の分野の比率が大きいのが特徴である。それでも、近年、産業機械や電気機械の仕事は減少しているために、輸送用機械の比率が徐々に高まっている。
受注は弱い動き
ダイカスト業界全体の状況では、自動車産業からの旺盛な需要を背景として、平成19年には過去最高の生産額を記録したが、その後リーマンショックに伴う景気後退等により、生産額は3～5割減と大きく減少した。それ以降、自動車産業の回復に合わせて生産額も回復し、24年はリーマンショック前と比較して1～2割減という状況まで回復している。

最近の動向では、23年の東日本大震災により一時的に生産額が減少したが、それ以降、24年夏頃までは、自動車の生産増に合わせてダイカスト生産量は順調に増加してきた。しかし24年秋頃から、生産量は前年を若干下回ることが多くなり、最近でも生産額は横ばい、または微減傾向と弱い動きが続いている。
その理由では、自動車産業の不調だけでなく、受注先企業がダイカスト製品をグローバルに調達したり、海外進出に伴い現地生産を拡大させたりする傾向が強まっていることも大きく影響している。
また24年後半からの円高是正・円安により、国内での引き合いの話が増えた部品や国内に発注される数量が春先から徐々に増えてきた部品があるものの、円安による国内受注増は微々たるもので、全く影響がないという企業が多い。
製品価格は下落傾向、原材料価格は上昇傾向
主な顧客が自動車業界であることから値下げ要請が強く、それに応じないと受注できないために、製品価格は低下傾向にある。特に国内での仕事は減少傾向にあるため、国内での競争激化による製品価格の低下傾向は著しい。
コスト面では、ダイカストは金属の溶融に電気・ガスを大量に使用するために、25年春からの電気・ガス料金が上昇は、収益に対して深刻な影響を与えている。加えて、円安に伴って、原材料のアルミ価格も高止まりから上昇傾向にある。円安が進んでも、国内受注増はさほどみられないことや、円安による原材料高により、円安の効果は今のところデメリットしか出ていないと感じている企業が多い。
設備投資は低調、雇用は減少傾向だが、新規採用は継続
設備投資では、国内生産縮小・海外生産拡大の流れを受けて、海外に工場を有している企業では、旺盛な海外需要に対応するべく、海外での設備投資を積極的に行う予定にしているが、国内では、設備の維持・補修程度にとどめ、設備投資には慎重となっている企業が多い。しかし、ダイカスト部品製造だけでは収益が上がらないために、金型製造や、切削加工・塗装といった後工程を積極的に内製化する動きが強まっており、それにともなってマシニングセンタなど新規の設備投資を行う企業が見られる。
雇用では、国内での生産量は今後も伸びないことが予想されるため、国内での従業者数を減少させている企業が多い。しかし、年齢構成上に段差が生じると技能継承や組織運営等にマイナスの影響を与えるために、毎年新規採用を行い、従業者数を微減させながらも年齢構成を若返らせている企業も存在する。
またダイカスト業では、外国人研修生を雇用している企業が増加しており、その受け入れ人数も増加傾向にある。

資金繰りの面では、特に問題であるという声は聞かれなかった。
今後の見通し

近年、大手企業を中心に生産拠点を海外へと移転させてきたために、一時的には円安によって受注が国内に戻ってくるかもしれないが、長期的に見れば、国内での受注が減少していくことは避けられない。そのため、各社とも海外との関係や国内での生産をどうするかといった問題に直面している。
これらへの対応では、海外に工場を進出させ、企業グループ全体では受注を減らさないようにする動きや、海外には進出せずに国内のみで事業展開を行おうとするなど、企業によって様々である。国内のみでの事業展開を考えている企業では、縮小していく国内生産に合わせて固定費を削減させて損益分岐点を低下させて、利益の出やすい企業体質へと変化させることや、特殊なダイカスト法の技術開発によって、今までダイカストではできなかった需要の開拓、金型や後工程の内製化を積極的に進めるといった動きがみられるなど、企業によって対応はまちまちである。
いずれにしろ、今後の需要動向では、国内縮小・海外拡大という傾向が強まっていくと思われるため、それへの対応が今後の業績を左右していくものと思われる。
（佐野　浩）
ダイカストの生産推移（全国）
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平成19年 1,117,622 3.4 669,465 9.0 45,368 5.8 32,836 23.6 528,364 10.5 34,353 -7.4 28,544 -1.9

20年 1,057,689 -5.4 641,027 -4.2 41,910 -7.6 30,447 -7.3 511,725 -3.1 30,095 -12.4 26,849 -5.9

21年 733,584 -30.6 406,725 -36.6 24,501 -41.5 18,553 -39.1 331,383 -35.2 15,692 -47.9 16,595 -38.2

22年 949,118 29.4 528,401 29.9 33,171 35.4 21,368 15.2 427,517 29.0 24,099 53.6 22,247 34.1

23年 902,028 -5.0 513,386 -2.8 32,014 -3.5 20,665 -3.3 417,176 -2.4 22,798 -5.4 20,734 -6.8

24年 974,394 8.0 538,180 4.8 28,474 -11.1 20,314 -1.7 447,792 7.3 22,003 -3.5 19,599 -5.5

平成24年 6月 85,494 11.3 46,732 8.7 2,480 -9.4 1,741 -2.3 39,251 12.9 1,616 -12.6 1,644 -10.2

7月 87,938 4.6 47,870 1.2 2,533 -8.1 1,737 -2.1 40,260 3.4 1,660 -16.8 1,680 -9.3

8月 71,838 -3.3 40,169 -6.5 2,200 -13.5 1,580 -6.7 33,533 -5.2 1,482 -16.7 1,374 -14.0

9月 78,753 -8.2 42,782 -12.8 2,285 -19.1 1,659 -13.4 35,595 -12.1 1,712 -16.5 1,531 -14.5

10月 82,929 -7.8 44,707 -12.2 2,367 -15.3 1,714 -8.4 37,107 -12.1 1,846 -17.7 1,673 -6.7

11月 77,344 -9.7 41,810 -14.0 2,099 -26.5 1,575 -14.6 34,719 -12.6 1,784 -24.2 1,634 -11.7

12月 71,926 -11.3 39,482 -14.3 1,940 -25.2 1,495 -18.2 32,709 -13.2 1,720 -21.2 1,617 -9.9

25年 1月 73,269 -7.5 40,211 -9.8 1,900 -24.4 1,460 -10.3 33,664 -8.3 1,660 -23.6 1,527 -1.2

2月 77,212 -12.2 42,481 -13.4 2,045 -20.6 1,570 -11.1 35,543 -12.6 1,612 -30.3 1,711 -3.1

3月 80,997 -10.6 43,977 -13.0 2,066 -20.5 1,583 -12.1 37,005 -11.9 1,610 -29.8 1,712 -7.8

4月 80,757 -5.2 44,494 -5.2 2,107 -16.9 1,732 -3.1 37,454 -4.4 1,511 -12.1 1,690 -2.4

5月 76,968 -3.0 42,798 -1.8 2,082 -9.2 1,658 -0.7 35,991 -1.1 1,536 -7.0 1,530 -3.1

その他用

アルミダイカスト合計

一般機械用 電気機械用 自動車用 二輪自動車用


（資料）経済産業省『鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計』
（注）常用従業者30人以上の事業所

PAGE  
2

